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＜通所利用者様情報＞

· 赤坂　順市様～体重106（＋1）kg。「他で測ったら105kgだった」と言われる。

　　　　　　　　　薬物療法の他に、運動・食事療法も自身で続けるように指導がある。

· 古舘　ヨリ様～血圧140/88mmHg　体重66.8（前回同様）。肥満度はⅠ位ですねと言われニヤニ

ヤされている。今朝も30分散歩してきたとの事。食事は、腹一杯食べていますか?

に「いえ」と苦笑いされている。散歩は今後も続け、食事は腹八分目を心がける

ようにと指導がある。

· 松永　勘五郎様～風邪は引いてないですか?「はい」　寒くなって眠れない事はないですか?

「はい」今日の昼はよこまちで買いますか「はい」むつには買いに行きませんか?「はい」と殆ど「はい」で返答。表情は良い。

＜外来患者様情報＞

・佐々木　貞吉様～新患。パ－キンソン病型認知症。78歳。青森労災病院・神経内科から、入院依頼目的での情報提供書持参。妻・長男様同伴。平成17年左手の振戦があり、同院初診し、以後通院していた。平成20年9月頃から、物忘れが目立つようになり、幻視の訴えも聞かれる通院していた。平成20年9月頃から、物忘れが目立つようになり、幻視の訴えも聞かれるようになる。今年7月末頃から、夜間せん妄・暴力行為・昼夜逆転・徘徊などがあり、同院から抗精神病薬を処方されるが、9月下旬に近所の家に侵入し警察に通報されたり、10月7日の夜には「殺しに来た人がいる」と自ら警察に通報するなどの行動があり、家族対応困難との事で、同院に相談し当院を紹介される。家族は入院治療を希望され、薬物調整目的の為、東Aユニットに医療保護入院となる。
・佐々木　葉子様～アルコ－ル依存症。46歳。平成20年8月26日当院初診。外来通院後、しばらくは酒量は減っていたが、今年9月頃より飲酒することが多く、断酒を希望して、10月7日姉様同伴で受診し入院予定としていた。本日、予定通り来院され、アルコ－ル依存症治療目的の為、東Dユニットに任意入院となる。

・工藤　大智様～新患。神経症性うつ病。14歳。母同伴。三沢市立三沢病院・小児科からの情報提供書持参。同院には平成11年5月より、喘息発作の為、通院加療中。
　　　　　　　　　現在、中学2年生。中学2年生のクラス替えと同時に、いきなり同級生のいじめに遭うようになり、通学を拒否。10日程欠席した後、相談室登校となるが、成績は落ち父から(継父)厳しく注意を受け、その後、抑うつ気分・不眠・意欲低下が見られ始め、通学について考えると、過呼吸や自傷行為が見られるようになる。同院から、頓服薬として精神安定剤が処方されていたが、精神科で専門的な治療を受ける事を勧められ当院受診。YG「E型」　CMI「領域Ⅳ」　母より、時々死にたいと言う事があるという話もあり検査結果にも現れている事を説明。薬の作用について説明し、抗うつ薬・抗不安薬・睡眠薬を処方し経過見る事を説明。















